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(49) (窪 川 眞 男)樟 膰 の 蒸メ 壓 沺 定

樟 腦.の蒸 氣 壓 測 定

.窪 川 眞 男

ひ

腦 樟 の 蒸 氣 壓 に 關 しては 凱 に二 三 の 文 獻 が あ るが いつ れ も.著る し

くその値 を 異 に して ゐ るの で 信 用 萬 來 な い。 茲 に於 て 當 欷 室 吉 本氏
め

が砧 子製 壓 力 指 示 計 を 用 ひ て從 前 の 方法 と全 然 異 つ 弛 獨特 の カ'法に
の

よつ て測 定 せ られ た が 試科 の 純 度 に 關 して 疑 閾 を有 したか ら著 者 は

此 點 に特 に 注 意 して瓢 び 測 定 を行 ひ吉 本 氏 と多 少 異 つ 牝 結 果 を 得 九

の で あ る。

蒸 氣 壓 の 測 定 装 置 及 び 其 方 法

装 置 の 主 要 部 分 は バ イ レ ッ ク ス硝 子 製 の 壓 力 揃 示 計で あつ て 感 度
の

を 好 く す る 爲 め 指 針 を ラ ン プ 及 レ ン ズ に よ つ て 投 影 擴 大 し 九,そ の

結 某 に 感 度1/10D皿m以 上 で 實 驗 を 行 ふ 事 か 出 來 牝.

UtwJの 讀 み は 蒸 氣 墜 の 約1-Lmtn迄 は 水 銀 示 差 壓 力 計 を 用 ひ て1/to()

mm迄 謨 み 其 以 上 の 瞹 に な 才しば 晋 迺 の 水 銀 壓 力 計 に よ つ て1μOmm迄

讃 ん だ 。

浴 槽 はO。 よ り90囗 迄 は 水 をgoo以 上2〔}O。 迄 は バ ラ ピ ン を 用 ひ100鹽 以

下 の 温 度 で は 約10分 悶 其 以 上 高 温1こ な る に 從 ひ5乃 至3分 間 温 度 一

定 に 保 つ 九 後 歴 力 の 讃 み を と つ ナニの で あ る.

1)AlleLi,」.Chem.SQO.=77.116(ユ11LN)).E.N'anst〔nle.」.C】Le」11.Sgo:g7,429(1910)

、ギ.?LanlsuLy&Y《mng,P]o'しT匸'=m;175i、,37(1SSI)

2)本 誌L(3)1(lv:,7)

詔)本 誌2冒(1)】(192S)

9}本 誌L(3)4(匸92')

一(廩 報)一



物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)

(寵 川 眞 男)樟 腦 の 蒸 氣 壓 測 定 (4:り

裝 置 の 接 績 は 第 一 圖

に 示 し牝。 操 作 に つ い

一Cこよ設 明 を 省 力
Lう と.m」

ふ.

試 料

試 料 と して は 日本 槊i

局 法 の 棒 腦 精 製 を と り

之 を 化學 的 に 梢製 す る

こ と不可 能三な る爲 物 理

的 にar.結 晶 法 と分 別 昇

華 濯…とを併 川 して 精 製

L'1_,1賭 で は 蹄 」・4日

第 一 圏

ナ

%ア ル コー ル を川 ひ 二

回4{に 精製 ベ ン ぜ ンを 川 ひ池。 此 呼縉 品 法 で大 部 分 の 不純 物 三にと

して7レ ベ ン族jE他 の 布 機 物}は 除 か れ る様 で あ る が更 に 分 別 昇 華 法

に よつ て結 晶 聞 に混 入.せ る水及 溶 劑 並 に再 結 酷 に よつ τ も向 不分 離

の 物17fY介 け ん と した。 即 再 結 晶 を 行 つ 九 樟 腦 か ら水 流 ボ ン プに ょ

つ て 溶劑 を 十 分;G.f.し 約10〔)'に てPrlid乾 燥 せ しめ五 酸 化燐 の 入 つ

れ 眞 空 乾燥 器 中 に約 一 ケ月 貯 哉 し仁 後 三 個 乃至 五 個 直 列 に 連 結 しナニ

る昇 華 器 の 一 端 に 入れ 顧 次 に 約9fドに熱 し乍 ら昇華 せ しめ た。 一 氣 壓

の 下 でdsYllで 昇華 を 行 ふ と黄 色 の 分 解 物 を 姐す る 爲 昇華 器 の 他 の 一

端 を 眞 空 ボ ン ブに連 ぎ低 壓 の ードで之 を行 つ ナニ.蒸 氣 歴測 定:川 の試 科

と してiS中raに 昇華 し楽 つ 亡 もの を 採 り前 後 の もの は 殘 して 置 い'f=.

以 上の 方 法 で試 料 を二 回fYつ 弛 か 精 製 各 揩 梯 に 於 け る融 解 點 は 策

一 表 の 如 くで あ る。 いつ れ も數 回測 定 のZF均 を採 り必 要 な る補 」Eを

一(xi:報)一
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(4+) (rr川 眞 男}樟 臍 の 蒸 氣 躍i測 定

施.しY_も の で あ.る。

第 一 表((
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筆 印 を 附 せ る もの は 測 定 に 使mせ る もの で あ つT}1;値 は1i8.ｰｰで

あ る.之 は 吉 本 爵 のf血 ・TT.i"よ ・,yし く高 い.〉 び
aiｻ

Kempfσ)178・J。 に"Jliliり 一 致 しτ 居 る。 然 し 乍 らFO」 賊erのfdi1SK.3`

一ur,・J。よ り .は著 る し く高 い。

次 に ベ ン ゼ ンis液 に 於 け る旋 光 角 を 測 定 し比 旋x度 を 出 せ ば 箝 二

表 の 如 く で あ る。1湿 度 は20.σCI

第 二 表
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(窪 川 眞 男)樟 躋 の 蒸 氣 延 測 定 .({「 ・)

旋 光 分 散 は 正 規 で あ つ て 常 に.1.i旋 性 で あ る。

の 値 を 証 せ ば 下 のanく で あ る。

り
比 較 の 篇A.Gnmprich

買SAl
io.oo

ユ9.9了

70け 58'.1 vl 1

?3JO

22.iu

23.51

39.41

40.51

42.38

D線 に對 す る測定値 より次.の式 を得 る

〔αオ:一:39.i80+U.1idOGC

7》

51.31

53.R;

}.S!

1?T?5

129.49

1S3.5U

之 をFoerterの 値 及 び1恥udoltのfdi,一H:較 す れ ば い つ れ に も よ く一

致 す る 即 ち 夫 々 下 に 記 す 如 第 三 表

くで あ る. .{α よ り1鰐F脆 瀏

〔ロ〕D=39.755斗 一〇.17254C吩
(a)n=3J.1&5i-O.1TSS一}C
20

蒸 氣 壓 測 定 値

壓 力 は す べ τO℃ に 於 け.

る 水銀 の 壓 に襖 算 しナニ,.

之 を第 三 表 以 下第 五 表 に

掲 げ る。
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第 四 表

〔100。附 近 よ り20G尸 附近 迄}

伽 αアi一 ・iYin.1・・ 幽P

92.2

100.?

cods

110.1

11b.fi

130.i

1.1.8

1xO.5

1i;u3

14{〕。6

145.3

19.9
.ユ54
,9

160.4

Uil.ｰ

17112

1i5.2
'179
.f,

184.8

189.9

192.i

193.(1

1d.:3

19,了

2d.G

8L1

3弓.9

47.3

UO.b

i:i.R

nzr,

101:9

13_.1

1fi20

179.fi
'114
.11

11LR

2907

8{{.1

3帽.6

4563

?/1.:;

J7/.7

670.6

0●`}1882

0.OYC10

0.03423

0.0-kUaU

O.05豎2う

onssss

O.01975

0.OJ'ioO

O.Oi7b3

0.1507

0.1.34

Ur310U

o.2362

{}噛27歪.,J

O.alR;

O.3、25

0.d747

〔.,.5218

0.uooa

q,.6945

0,7335

0.75δ6

第 三

'

一r,:ia

-091

-554

_532

-soi

_弱5

峨8

-sto

一;383

ニ,fi
一:;i

=39n

'36R

-24{.,

一217

,;;

一154

-L' _'fi
一10?

一ili

-rs

_58

圖

'

1

牽

.

-

.1

層
1

6

'

'

一一一ウt. 乙ゆ9凋 り

物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)

,2

蒔

3

解

β

8

6

『

第 圖

'

'

,,
轟
汐

/

σ りm"W"mρ 釦bm
甲一 → ・"

第 五 表

S10の 「艇.ノ丿書旨示 誕・に てs則 定

1ぴ よ り 】2ゆ。附近迄}

EinCｰ

0.0

1δ.`3

2↓2

34.9

42.〔}

一1,.9

vOO

56.0

61.O

sl.R

70。7

;;.O

SLe

N7.0

90.A

y9.f

103,9

111.1

11i.5

131:i
三とり

',hmn】 ・:IDinALm。ITlog
I

0.07

0:21

0,39

1,.75

1.17

L5'3

1.呂1
'1
.b3

3.37

↓02

b.25

fi.73

ssa

lg.09

18.80

1g.1

23.1

.31.7

4L5

娶.6

」

e.oooo白2

`しOJO'371i

{,.11905ヨ9

(1,11U9$i

{}.〔.1〔レ1546

0.OJ1998

U.00?eFl

u.00382fi

O.OO-k?94

0,0pS'?&1

11.OUfigU7

Q.08415

可i7〔,116上

0.01590

0.oisis

O.0513

{,.([.o鮒

Q.U4171

0.ono

O.06395

一11

_o

-s

-a .

一A

-g

_g

-R
亘

一 イ!

一71

-7.

一7

一 像

一g

-a

-5:

一.5'.

一5:

一41

1一_a;



物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)

(黙 川 眞 男)樟 贋 の 落 無 壓 測 定 (i7)

.測定 結 果 に對 す る考 察

以 上 二 回行 つ?二測 定結 果 を 第 二 及 第 三 圖 に表 はセ ば 一 本 の 滑 か な

曲 線 を得 る。arし 乍 ら此 曲線 は融 解 點 に於て 折 鮎 を 右 し此 戮 が好 く

實 測 の 融解 點1i8.:i`と 一 致 して 居 るの を見 る。 著 者 の'4$!_曲 線 と吉

本 氏 の 曲線1盤線 に て 示 第 四

獺 野於て交陸
第1叫圖 はT-T]r,gPを

圏 示 せ る もの で 圃態 及

液 態 のiJiに 於 て 夫a

瀦 軈盍簾/
・は好 ・之縱 …!

温に於Tは 可成 り偏移 ・ダ

↓・居・.!

。難 轜 二はす方臨,
固一 氣 相 に於 て は

圏

'

'
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/
7.塗
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7{7.唱 アRJ'」H1"Fy

TlogP置 一27.8.2十 丘了200T.叱A}

液 一 氣 机 に 於 て は

Tlogl'=一 〇_d37.'J-1-5.0!1!)G'1'........................................IBI

以 上 得 牝 式 とG7aueitCh咽ymnの 式

・・P一 一士 ・CT
匙

とを 比 較 して{_〉 〉 よ り昇 華 熱L脇,12.羽C仙 及 び 〔B〕 よ り 蒸 發 熱
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(45)(窪 川 眞 男 」 樟 園 の 蒸 氣 臓 測 定

1・r.v..=11.1Cnl.を 得 る.從 つ て 融 解 熱I」 ぞ」,=12・43-11・15=.128CaLと な

る.

默 態 式 と し て は 高 温 に 於 て は 〔A)11;}二 式 が 適 用'rれ る.が 低 温 で は

1笏 分 無 理 が あ る 。 そ こ でreru=tの 形 式 を 用 ひ 三x(34.9B,90.肌 及 びla5.0ｰ)

の 値 か ら 次 式 を 得 土 。

TLogP=一1659.3十6.OS9'fisT一 〉〉、(ial6T(C}

第 六 表

孟i11(ア

0

鱒

20

30

黝

5。

ω

70

80

90

m

皿

勲

㎜

圃

励

㎜

⑳

拗

㎜

P(obメ.,

2…}

偲

15

29

弱

駕

脚

隠

.濁

.加

鴻

⑳

ゼ

』

・
ゼ
o

」

ユ

2

δ

5

軌

α

α

α

」

1

3

5

8

脇

19

31

覗

71

鄭

撤

皿

劉

細

硼

picalc.伽 皿ICり

瞞

兇

断

鮒

囲

認

酬

塀

描

42

92

10

綿

87

3

5

し

5

2

2

5

蝋

胤

皿

風

購

謝

鯉

鵬

溝

戟

α

o
。
軌

L

L

a

尸01
8
.
獄

皿

鉱

p(rdc.倉 ・皿{A}&{B,,

一(原 親 一

ω 、重4

0.Gfl9

0.212

0JZ9

0SRO

].5壬2

幺758

4.769

7.993

10.0?

20。67

32.03

-18.x6

'
r3A#

104.9

150.1

2LL2

293.fi

490.4

J3LS

6ア32..

ぜ



物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)

(窪 川 直 男)樟 腦 の 蒸 氣 画里測 定(血1)

以 上(A)〔Bl及 び 〔Cl式 よ り 出 せ る 値 と實 測 曲 線 よ り椎 定 すltの 比

較 を す る と第 六 表 の 如 くな る。

第 六 表 に あ ら は さAZJ_如 く0。 よ り10〔,。附 近 迄 は(q式 に ょ り,100●

附 近 よ り融 解 點 迄 は`A〕 式 に よ り,融 觧 點 よ92椥0附 近 迄 は(B}式 に

よ つ で 十 分 好 く表 は さ れ て 居 る。1最 大 誤 差 約5%}。

摘 要

11}ooよ りgoo附 近 に亘 つ て樟 腦 の蒸 氣 墜 を測 定 し7二。

h)昇 華讌 發 及 び 融 解 の 満 熱 を 計算 しt_.

(3}蒸 氣 壓 を 温 度 の 繭 数 と した 三 個 の;r似 式 を 得 牝。

此 實 驗 を なす に 常 り懇 切 な る指 導 を賜 はつ た堀 揚 数 搜 に對 し深 厚:

な る謝 意 ・を麦 す る。

昭 和 三 年 七 月

京 都帝國大a物 理 化學研究 室に於 て
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